































































































































































































































・26 年 11 月下旬　ⓐ第２回いじめ質問紙調査
　いじめに関する詳細な質問紙調査を実施した。




























































































































































問１ア．学校が楽しい 4.25 4.23 0.00 0.00
問１エ．みんなでするのは楽しい 4.58 4.23 0.00 0.00
問１イ．授業がよくわかる 3.94 3.86 0.00 0.00
問１ウ．授業に主体的 3.90 3.84 0.00 0.00
問２ア．叩かれたり蹴られたりした 4.32 4.61 0.00 0.00
問２イ．イヤなことされた 4.19 4.52 0.00 0.00
問２ウ．叩いたり、蹴ったりした 4.50 4.78 0.00 0.00
問２エ．イヤなことした 4.60 4.62 0.00 0.00
問１キ．今の自分が好き 3.20 3.21 0.00 0.00
問１ク．長所がいろいろ 3.47 3.30 0.00 0.00
問３イ．クラスの役に立ってる 3.43 3.38 0.00 0.00












































































































□ほかに、改善された「客観的指標」があった　↓※項目ごと ( 類似する複数の項目ごとも可 ) に簡潔に記載
　






































　2 学期と 3 学期の取組も，これとほぼ同じ形で行われた。各学校が「学校基本方針」に沿って日々の教育活動を行い，国



































小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 4.11 4.34 4.16 4.48
Ｂ小 4.29 4.09 4.10 4.17
Ｄ小 4.03 4.38 4.33 4.68








小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 4.66 4.48 4.51 4.50
Ｂ小 4.57 4.07 4.33 4.48
Ｄ小 4.58 4.54 4.54 4.73








小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 4.07 3.98 3.84 3.98
Ｂ小 3.93 3.72 4.02 3.98
Ｄ小 4.06 4.35 4.18 4.42








小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 3.52 3.98 3.88 4.00
Ｂ小 3.84 3.60 3.66 3.88
Ｄ小 3.81 4.07 3.97 3.97








小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 3.43 3.68 3.50 3.43
Ｂ小 3.09 2.88 3.00 3.10
Ｄ小 3.69 3.74 3.68 3.99








小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 3.43 3.80 3.52 3.57
Ｂ小 3.55 3.36 3.22 3.40
Ｄ小 3.90 4.03 4.06 4.17







小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 3.05 3.73 3.61 3.61
Ｂ小 3.36 3.52 3.48 3.74
Ｄ小 3.61 4.06 4.24 4.47








小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
Ａ小 3.27 3.39 3.34 3.64
Ｂ小 3.43 3.37 3.21 3.55
Ｄ小 3.49 3.86 3.76 4.01









































































































































































































































小３：３月 小４：７月 小４：12月 小４：３月 小５：７月 小５：12月 小５：３月
暴力被害 4.44 4.39 4.25 4.28 4.45 4.40 4.45
いじめ被害 4.41 4.21 4.05 4.12 4.19 4.23 4.38
暴力加害 4.64 4.63 4.48 4.58 4.68 4.65 4.69





小４：３月 小５：７月 小５：12月 小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月
暴力被害 4.17 4.39 4.26 4.43 4.50 4.48 4.57
いじめ被害 4.09 4.18 4.17 4.26 4.25 4.32 4.52
暴力加害 4.45 4.61 4.51 4.59 4.64 4.63 4.73





小５：３月 小６：７月 小６：12月 小６：３月 中１：７月 中１：12月 中１：３月
暴力被害 4.51 4.49 4.53 4.42 4.71 4.62 4.69
いじめ被害 4.37 4.28 4.32 4.26 4.50 4.48 4.55
暴力加害 4.58 4.62 4.60 4.49 4.78 4.69 4.75





小６：３月 中１：７月 中１：12月 中１：３月 中２：７月 中２：12月 中２：３月
暴力被害 4.41 4.61 4.51 4.65 4.68 4.75 4.77
いじめ被害 4.23 4.52 4.40 4.53 4.52 4.66 4.63
暴力加害 4.55 4.69 4.63 4.74 4.78 4.77 4.75





中１：３月 中２：７月 中２：12月 中２：３月 中３：７月 中３：12月 中３：３月
暴力被害 4.28 4.28 4.48 4.59 4.63 4.75 4.72
いじめ被害 4.11 4.24 4.41 4.52 4.51 4.70 4.71
暴力加害 4.52 4.50 4.62 4.77 4.68 4.82 4.79









































「運動をする人 vs. 運動をしない人」「薬を飲む人 vs. 飲まない人」のような形で比較を行っていくものである。ある取組を行っ






















































































ぜんぜん 56.7 54.2 58.2 60.4 65.9 64.8 
今までに１～２回 21.5 23.7 25.2 22.3 21.9 22.7 
月に２～３回 7.7 10.0 7.4 8.2 6.6 3.7 



























ぜんぜん 59.5 62.7 63.2 59.5 73.4 73.6 
今までに１～２回 25.5 24.2 22.7 25.8 14.6 18.3 
月に２～３回 7.5 6.5 6.1 6.7 5.1 3.2 



























ぜんぜん 58.4 59.6 64.3 65.7 71.5 69.5 
今までに１～２回 26.6 25.7 22.9 23.5 17.9 19.8 
月に２～３回 8.2 5.3 8.8 5.2 3.7 7.0 



























ぜんぜん 67.4 66.2 66.7 71.7 75.1 79.0 
今までに１～２回 18.2 19.4 20.6 14.2 14.1 15.1 
月に２～３回 6.4 6.5 7.1 7.7 6.8 1.6 














14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- ＊ ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬



































ぜんぜん 56.9 58.4 56.5 58.5 67.8 69.9 
今までに１～２回 17.5 16.8 21.9 21.0 15.0 17.4 
月に２～３回 8.9 9.0 11.1 9.8 7.5 5.0 



























ぜんぜん 67.6 69.3 65.1 65.0 70.3 74.6 
今までに１～２回 19.0 19.9 17.9 19.0 15.8 15.1 
月に２～３回 5.0 3.7 6.8 7.1 3.5 4.8 



























ぜんぜん 67.0 71.4 70.8 70.4 75.6 80.6 
今までに１～２回 15.5 14.1 15.8 15.4 13.2 10.7 
月に２～３回 6.1 6.1 6.3 8.1 6.4 4.8 



























ぜんぜん 66.8 61.9 66.7 72.1 72.0 72.4 
今までに１～２回 19.4 20.5 19.3 15.5 17.1 16.5 
月に２～３回 6.0 7.8 8.8 6.4 4.5 7.4 














14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- ＊＊ ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬































14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 ＊ -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- ＊＊ ＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬



























ぜんぜん 45.8 47.5 43.2 48.8 49.6 52.3 
今までに１～２回 25.3 24.7 28.6 25.7 26.9 26.2 
月に２～３回 9.0 10.5 10.9 9.6 8.3 11.3 



























ぜんぜん 47.3 51.9 53.0 55.6 60.7 57.3 
今までに１～２回 28.0 25.9 24.4 25.4 21.1 24.1 
月に２～３回 11.2 10.5 9.0 10.0 8.4 7.7 



























ぜんぜん 53.7 57.0 62.6 56.9 59.5 63.9 
今までに１～２回 24.6 25.3 20.9 26.2 24.0 21.6 
月に２～３回 10.3 8.3 6.6 6.3 10.0 8.0 



























ぜんぜん 56.6 57.8 57.9 63.8 70.6 76.0 
今までに１～２回 25.0 24.7 23.8 21.7 18.3 15.9 
月に２～３回 7.0 7.1 10.3 8.0 6.5 4.7 




































14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬















ぜんぜん 50.7 51.7 46.0 48.7 49.8 56.1 
今までに１～２回 20.6 19.1 23.7 21.2 22.4 22.0 
月に２～３回 7.6 9.2 10.1 11.7 10.1 8.6 



























ぜんぜん 52.6 57.7 55.7 58.4 60.9 58.7 
今までに１～２回 20.4 19.3 19.9 20.8 17.1 20.0 
月に２～３回 9.3 9.3 9.8 8.9 7.0 8.9 



























ぜんぜん 58.0 59.3 60.4 58.4 60.1 62.6 
今までに１～２回 20.8 19.9 20.4 20.4 18.8 17.1 
月に２～３回 7.2 8.2 7.1 7.3 9.6 8.7 



























ぜんぜん 60.4 59.8 62.2 66.0 74.2 76.3 
今までに１～２回 20.5 21.8 19.2 19.0 13.5 14.2 
月に２～３回 7.4 6.9 9.2 7.7 6.5 4.7 




















　図 11 には，図７と同様，「仲間はずれ・無視・陰口」の被害経験率について，2013 年からの数値の推移を棒グラフで示












14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 ＊＊ -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- ＊ ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 ＊＊ -- -- ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
















ぜんぜん 55.5 57.5 49.4 55.5 57.1 62.0 
今までに１～２回 23.8 24.0 25.4 25.7 24.9 21.4 
月に２～３回 5.5 7.6 12.4 8.0 8.4 7.1 



























ぜんぜん 56.4 59.6 67.4 63.2 62.9 69.6 
今までに１～２回 25.1 23.3 21.9 20.3 23.4 20.4 
月に２～３回 7.5 7.6 5.0 7.8 7.2 5.0 



























ぜんぜん 66.7 58.3 62.5 68.2 69.9 78.0 
今までに１～２回 17.2 23.5 22.0 17.3 18.0 14.6 
月に２～３回 6.9 7.0 5.3 7.9 8.5 3.4 



























ぜんぜん 61.7 59.6 62.8 62.8 71.9 72.7 
今までに１～２回 18.6 17.9 16.3 17.3 12.8 14.9 
月に２～３回 5.8 10.2 8.0 8.8 3.8 3.5 



































14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- -- --
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 -- -- ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
13 年冬 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊
14 年夏 14 年冬 15 年夏 15 年冬
















ぜんぜん 59.3 60.4 57.4 58.4 62.3 63.1 
今までに１～２回 17.2 18.5 16.9 19.5 21.9 20.5 
月に２～３回 6.7 7.0 9.5 10.6 6.9 8.0 



























ぜんぜん 61.7 59.6 62.8 62.8 71.9 72.7 
今までに１～２回 18.6 17.9 16.3 17.3 12.8 14.9 
月に２～３回 5.8 10.2 8.0 8.8 3.8 3.5 



























ぜんぜん 58.1 59.0 67.4 67.2 70.4 73.7 
今までに１～２回 19.7 18.9 18.2 16.2 16.2 15.0 
月に２～３回 9.2 8.7 6.0 5.7 5.3 4.1 



























ぜんぜん 69.8 63.5 70.9 72.0 73.7 79.3 
今までに１～２回 15.8 18.6 14.6 15.4 17.1 12.4 
月に２～３回 5.2 6.4 5.6 6.3 3.8 3.7 



































































６月 11月 ６月 11月 ６月 11月 ６月 11月























６月 11月 ６月 11月 ６月 11月 ６月 11月























６月 11月 ６月 11月 ６月 11月 ６月 11月













































































































































































































































































































います。」（国立教育政策研究所生徒指導研究センター『生徒指導国際フォーラム 1999 〜 2001 報告書集　「教職員」・「子ども」・「地域」
ではじめる学校づくり　〜予防教育的な生徒指導の推進のために〜』平成 15 年１月，34 ページ）
　要するに，このときの調査研究によって得られた一つの知見が，教職員の認識の共有化と取組の一元化を達成することに
よっていじめの未然防止が図られる，というものであり，そのための有効な手立てとして，サイクルで取り組むことを示した。









































　　陰で悪口を言われたりした	 l	 2	 3	 4	 5
イ．からかわれたり、悪口やおどし文句、

















されたりした	 l	 2	 3	 4	 5






　　陰で悪口を言ったりした	 l	 2	 3	 4	 5
イ．からかったり、悪口やおどし文句、

















したりした	 l	 2	 3	 4	 5
















National Institute for Educational Policy Research
実・策定よの にう た 、施 らし
「 基止め防校学 じい 針 が本 」方









National Institute for Educational Policy Research
実・策定よの にう た 、施 らし
「 基止め防校学 じい 針 が本 」方






　国立教育政策研究所は、定点観測的に行う ｢いじめ追跡調査｣ を 18 年間にわたっ
て続けてきました。『いじめ追跡調査 2013-2015』（平成 28 年６月）は、2013 年度（平


































　国立教育政策研究所は、定点観測的に行う ｢いじめ追跡調査｣ を 18 年間にわたっ
て続けてきました。『いじめ追跡調査 2013-2015』（平成 28 年６月）は、2013 年度（平






































































れる 2014 年以降の変化を検証できるよう、「いじめ防止対策推進法」が公布された 2013 年から「効果測定用調査」を準備し、
2014 年からは市内の二つの中学校区（それぞれに２小１中、計６校）に校区での取組をお願いしました。

































れる 2014 年以降の変化を検証できるよう、「いじめ防止対策推進法」が公布された 2013 年から「効果測定用調査」を準備し、
2014 年からは市内の二つの中学校区（それぞれに２小１中、計６校）に校区での取組をお願いしました。































２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	 ２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	
男子	 女子	
ぜんぜん	 67.4		 68.2		 66.8		 67.3		 64.0		 67.8		 55.3		 61.4		 60.2		 63.0		 63.0		 63.7		
今までに１～２回	 18.7		 17.7		 18.4		 20.1		 20.7		 19.0		 26.3		 23.4		 24.2		 22.6		 21.7		 22.1		
月に２～３回	 6.1		 5.4		 6.9		 5.3		 7.7		 6.1		 7.9		 8.8		 7.7		 7.0		 9.0		 7.5		





































２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	 ２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	
男子	 女子	
ぜんぜん	 65.7		 66.9		 69.4		 70.7		 65.4		 68.6		 57.1		 62.9		 63.7		 69.0		 65.7		 67.5		
今までに１～２回	 19.1		 19.5		 17.8		 17.8		 22.4		 20.0		 25.3		 24.3		 24.2		 21.8		 22.3		 21.6		
月に２～３回	 8.5		 7.7		 7.5		 6.8		 6.8		 7.5		 10.1		 7.6		 7.5		 5.9		 6.1		 6.3		





































２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	 ２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	
男子	 女子	
ぜんぜん	 72.9		 70.3		 66.0		 70.2		 73.2		 75.4		 67.1		 67.4		 65.8		 71.3		 73.3		 71.3		
今までに１～２回	 14.6		 20.6		 20.2		 19.3		 14.7		 14.9		 20.8		 18.5		 23.8		 17.6		 17.4		 22.1		
月に２～３回	 8.0		 4.9		 8.3		 5.3		 5.2		 5.7		 4.5		 7.6		 5.6		 6.4		 4.7		 2.2		





































２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	 ２０１３年	 ２０１４年	 ２０１５年	
男子	 女子	
ぜんぜん	 68.4		 69.8		 66.5		 68.7		 70.6		 71.9		 63.2		 64.5		 60.8		 69.1		 72.2		 76.0		
今までに１～２回	 19.7		 19.8		 20.9		 19.1		 20.8		 17.2		 21.3		 20.4		 24.3		 21.8		 17.4		 17.1		
月に２～３回	 6.1		 4.7		 6.0		 6.4		 4.9		 6.7		 6.3		 9.1		 9.1		 6.1		 6.6		 3.6		

















究期間中の 2014 年～ 2015 年について、
「仲間はずれ・無視・陰口」の被害経験






　『いじめ追跡調査 2013 － 2015』の被害経
験率のグラフ。
　同じ時期に明確な減少傾向は見られない。




究期間中の 2014 年～ 2015 年について、
「仲間はずれ・無視・陰口」の加害経験






　『いじめ追跡調査 2013 － 2015』の加害経
験率のグラフ。
　同時期に明確な減少傾向は見られない。
















































2014 年度 ( 研究初年度 )











2015 年度 ( 研究２年度 )
４ 月：合同研修会でまとめた「見直し」結果、と











2016 年度 ( 事後調査 )
４ 月：合同研修会でまとめた「見直し」結果、と




















































2014 年度 ( 研究初年度 )











2015 年度 ( 研究２年度 )
４ 月：合同研修会でまとめた「見直し」結果、と











2016 年度 ( 事後調査 )
４ 月：合同研修会でまとめた「見直し」結果、と






























※「点検」と「見直し」のための話合いについては、国立教育政策研究所が発行している「生徒指導リーフ 16 PDCA の C は、『評価』か『点検』か？」と 「生
徒指導リーフ 17　PDCA の P は、単なる『計画』か？」が参考になります。
　今回の研究では、各学校の取組が「基本方針」どおりに進んでいるかどうかを「点検」する指標（手掛かり）として、「取
組評価アンケート」の中から ｢未然防止｣ と深く関わる 12 項目を選び、その学期の前後の回答の変化がわかるよう「レーダー
チャート」（例えば、８月の研修会では３月と７月のデータ）を準備しました。また、話合いの目的が「点検」と「見直し」
であることがブレないよう、『生徒指導リーフ増刊号２』で示した「『点検』と『見直し』のためのチェックシート」（本冊



















問１ア．学校が楽しい 4.12 4.27 4.12 4.45
問１エ．みんなでするのは楽しい 4.55 4.45 4.52 4.47
問１イ．授業がよくわかる 4.12 3.94 3.88 4.00
問１ウ．授業に主体的 3.61 3.94 3.88 3.96
問２ア．叩かれたり蹴られたりした▲ 4.47 4.45 4.53 4.53
問２イ．イヤなことされた▲ 4.41 4.35 4.53 4.43
問２ウ．叩いたり、蹴ったりした▲ 4.55 4.59 4.55 4.67
問２エ．イヤなことした▲ 4.57 4.57 4.43 4.63
問１キ．今の自分が好き 3.41 3.69 3.59 3.51
問１ク．長所がいろいろ 3.47 3.80 3.55 3.65
問３イ．クラスの役に立ってる 3.33 3.45 3.45 3.65





















































































※「点検」と「見直し」のための話合いについては、国立教育政策研究所が発行している「生徒指導リーフ 16 PDCA の C は、『評価』か『点検』か？」と 「生
徒指導リーフ 17　PDCA の P は、単なる『計画』か？」が参考になります。
　今回の研究では、各学校の取組が「基本方針」どおりに進んでいるかどうかを「点検」する指標（手掛かり）として、「取
組評価アンケート」の中から ｢未然防止｣ と深く関わる 12 項目を選び、その学期の前後の回答の変化がわかるよう「レーダー
チャート」（例えば、８月の研修会では３月と７月のデータ）を準備しました。また、話合いの目的が「点検」と「見直し」
であることがブレないよう、『生徒指導リーフ増刊号２』で示した「『点検』と『見直し』のためのチェックシート」（本冊



















問１ア．学校が楽しい 4.12 4.27 4.12 4.45
問１エ．みんなでするのは楽しい 4.55 4.45 4.52 4.47
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問２ア．叩かれたり蹴られたりした▲ 4.47 4.45 4.53 4.53
問２イ．イヤなことされた▲ 4.41 4.35 4.53 4.43
問２ウ．叩いたり、蹴ったりした▲ 4.55 4.59 4.55 4.67
問２エ．イヤなことした▲ 4.57 4.57 4.43 4.63
問１キ．今の自分が好き 3.41 3.69 3.59 3.51
問１ク．長所がいろいろ 3.47 3.80 3.55 3.65
問３イ．クラスの役に立ってる 3.33 3.45 3.45 3.65

































































とめた ｢点検｣ と ｢見直し｣（２学期分）の抜粋です。後者は、１月の合同研修会の際に各学年グループが作成した「点検
と見直しのためのチェックシート」を学校全体でまとめた資料になります。【６年生】の記述について、見てみましょう。










　しかし、いずれの学校・学年も、各校の ｢基本方針｣、とりわけ ｢未然防止｣ についての ｢取組評価アンケート」の結果
を踏まえた ｢点検｣ ｢見直し｣ を行っています。似たようなゴールを目指しつつも、そこに至る道筋には一定の幅があったり、
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１　いじめの定義といじめに対する基本的な考え方：(1) いじめの定義､ (2) いじめに対する基本的な考え方















































小３：３月	 小４：７月	 小４：12月	 小４：３月	 小５：７月	 小５：12月	 小５：３月	 
暴力被害	 4.44	 4.39	 4.25	 4.28	 4.45	 4.40	 4.45	 
いじめ被害	 4.41	 4.21	 4.05	 4.12	 4.19	 4.23	 4.38	 
暴力加害	 4.64	 4.63	 4.48	 4.58	 4.68	 4.65	 4.69	 





小４：３月	 小５：７月	 小５：12月	 小５：３月	 小６：７月	 小６：12月	 小６：３月	 
暴力被害	 4.17	 4.39	 4.26	 4.43	 4.50	 4.48	 4.57	 
いじめ被害	 4.09	 4.18	 4.17	 4.26	 4.25	 4.32	 4.52	 
暴力加害	 4.45	 4.61	 4.51	 4.59	 4.64	 4.63	 4.73	 





小５：３月	 小６：７月	 小６：12月	 小６：３月	 中１：７月	 中１：12月	 中１：３月	 
暴力被害	 4.51	 4.49	 4.53	 4.42	 4.71	 4.62	 4.69	 
いじめ被害	 4.37	 4.28	 4.32	 4.26	 4.50	 4.48	 4.55	 
暴力加害	 4.58	 4.62	 4.60	 4.49	 4.78	 4.69	 4.75	 





小６：３月	 中１：７月	 中１：12月	 中１：３月	 中２：７月	 中２：12月	 中２：３月	 
暴力被害	 4.41	 4.61	 4.51	 4.65	 4.68	 4.75	 4.77	 
いじめ被害	 4.23	 4.52	 4.40	 4.53	 4.52	 4.66	 4.63	 
暴力加害	 4.55	 4.69	 4.63	 4.74	 4.78	 4.77	 4.75	 





中１：３月	 中２：７月	 中２：12月	 中２：３月	 中３：７月	 中３：12月	 中３：３月	 
暴力被害	 4.28	 4.28	 4.48	 4.59	 4.63	 4.75	 4.72	 
いじめ被害	 4.11	 4.24	 4.41	 4.52	 4.51	 4.70	 4.71	 
暴力加害	 4.52	 4.50	 4.62	 4.77	 4.68	 4.82	 4.79	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暴力加害	 4.55	 4.69	 4.63	 4.74	 4.78	 4.77	 4.75	 





中１：３月	 中２：７月	 中２：12月	 中２：３月	 中３：７月	 中３：12月	 中３：３月	 
暴力被害	 4.28	 4.28	 4.48	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認められることで得られる ｢自己有用感｣ は、子供の自信となり、少々のトラブルには負けない ｢社会的な免疫力｣ となり、
いたずらに他者をおとしめることも、おとしめられることも防ぎます。そして、一日の大半を占める授業の中で不安や不満



































2013年中１	 2014年中２	 2015年中３	 2013年中１	 2014年中２	 2015年中３	
研究協力校区	 追跡調査	
ぜんぜん	 67.4		 66.2		 66.7		 71.7		 75.1		 79.0		 56.6		 57.8		 57.9		 63.8		 70.6		 76.0		
今までに１～２回	 18.2		 19.4		 20.6		 14.2		 14.1		 15.1		 25.0		 24.7		 23.8		 21.7		 18.3		 15.9		
月に２～３回	 6.4		 6.5		 7.1		 7.7		 6.8		 1.6		 7.0		 7.1		 10.3		 8.0		 6.5		 4.7		





































2013年小６	 2014年中１	 2015年中２	 2013年小６	 2014年中１	 2015年中２	
研究協力校区	 追跡調査	
ぜんぜん	 58.4		 59.6		 64.3		 65.7		 71.5		 69.5		 53.7		 57.0		 62.6		 56.9		 59.5		 63.9		
今までに１～２回	 26.6		 25.7		 22.9		 23.5		 17.9		 19.8		 24.6		 25.3		 20.9		 26.2		 24.0		 21.6		
月に２～３回	 8.2		 5.3		 8.8		 5.2		 3.7		 7.0		 10.3		 8.3		 6.6		 6.3		 10.0		 8.0		





































2013年小５	 2014年小６	 2015年中１	 2013年小５	 2014年小６	 2015年中１	
研究協力校区	 追跡調査	
ぜんぜん	 59.5		 62.7		 63.2		 59.5		 73.4		 73.6		 47.3		 51.9		 53.0		 55.6		 60.7		 57.3		
今までに１～２回	 25.5		 24.2		 22.7		 25.8		 14.6		 18.3		 28.0		 25.9		 24.4		 25.4		 21.1		 24.1		
月に２～３回	 7.5		 6.5		 6.1		 6.7		 5.1		 3.2		 11.2		 10.5		 9.0		 10.0		 8.4		 7.7		





































2013年小４	 2014年小５	 2015年小６	 2013年小４	 2014年小５	 2015年小６	
研究協力校区	 追跡調査	
ぜんぜん	 56.7		 54.2		 58.2		 60.4		 65.9		 64.8		 45.8		 47.5		 43.2		 48.8		 49.6		 52.3		
今までに１～２回	 21.5		 23.7		 25.2		 22.3		 21.9		 22.7		 25.3		 24.7		 28.6		 25.7		 26.9		 26.2		
月に２～３回	 7.7		 10.0		 7.4		 8.2		 6.6		 3.7		 9.0		 10.5		 10.9		 9.6		 8.3		 11.3		
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□ほかに、改善された「客観的指標」があった　↓※項目ごと ( 類似する複数の項目ごとも可 ) に簡潔に記載
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